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いわき市農業委員会だより
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令
和
７
年
度
前
期
農
業
者
年
金
加
入
推
進

活
動
に
係
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
７
年
度
い
わ
き
市
農
業
委
員
会
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
結
団
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
７
月
18 

日（
金
）、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
市
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
結
団
式
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
該
パ
ト
ロ
ー
ル
は
毎
年
８
月
か
ら
11

月
を
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
と
し
て
、

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、

事
務
局
職
員
が
、①
地
域
の
農
地
利
用
の
確

認
、②
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防

止
・
解
消
、③
違
反
転
用
の
発
生
防
止
・
早

期
発
見
を
目
的
に
現
地
調
査
を
実
施
す
る

　
令
和
７
年
７
月
18
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た
、
い
わ
き
市
農
業
委
員
会
第
４
回
全
員
協

議
会
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
福
島
県
農
業
会
議
担
い
手
・
経
営
対
策
部
長 

鈴
木
正

弘 

氏
を
お
招
き
し
、
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
御
講
話
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　
農
業
者
年
金
制
度
は「
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の
向
上
と
農
業
者
の
確

保
に
資
す
る
こ
と
」を
目
的
と
す
る
公
的
な
年
金
で
、
農
業
者
に
広
く
門
戸
が
開
か
れ
た

制
度
で
す
。

　
本
研
修
会
に
お
い
て
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
農
業
者
年
金
制

度
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲蛭田会長による激励

▲渡邊推進委員による決意表明

も
の
で
す
。

ま
た
、
広
報
車
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
広

報
活
動
を
通
じ
て
、
市
民
へ
の
法
制
度
の
普

及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

　
同
式
で
は
、
蛭
田
元
起
農
業
委
員
会
会
長

か
ら
の
激
励
を
受
け
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

代
表
し
て
、
渡
邊
弘
幸
推
進
委
員（
平
２
区
）

が
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。



A
gri  Interview
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ア
グ
リ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

お
米
農
家
の
お
か
だ

シ

ケ

ヤ

タ
ク

四 

家  

拓 

也 

さ
ん

　
常
磐
三
沢
町
の
米
農
家
、
四
家

拓
也（
47 
歳
）さ
ん
、
屋
号
は「
お

米
農
家
の
お
か
だ
」で
由
来
は
、

「
小
高
い（
丘
）に
家
が
あ
る
、（
田
）

ん
ぼ
持
ち
の
農
家
で
、
地
区
内
で

は
通
称『
お
か
だ
』と
呼
ば
れ
て

い
た
か
ら
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　
四
家
さ
ん
は
、高
校
を
卒
業
後
、

救
急
救
命
士
の
資
格
を
取
得
し
、

消
防
士
の
試
験
に
合
格
。
そ
れ
か

ら
20
年
以
上
に
わ
た
り
救
急
や
救

助
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
た

が
、
40
歳
の
時
、
突
然
父
が「
あ

と
数
年
で
田
ん
ぼ
を
や
め
る
！
」

と
言
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

農
業
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
話
す
。

　
改
め
て
家
の
周
り
を
見
渡
す

と
、
子
供
の
頃
と
は
違
う
風
景
が

広
が
り
、
田
ん
ぼ
の
半
分
以
上
が

耕
作
放
棄
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら

に
地
区
内
で
の
農
家
は
高
齢
化
が

進
み
、
後
継
者
が
い
な
い
状
態
。

こ
の
ま
ま
で
は
荒
れ
果
て
て
し
ま

う
。

　
そ
の
思
い
か
ら「
う
ち
の
田
ん

ぼ
、
地
区
の
田
ん
ぼ
を
引
き
継
ぐ

担
い
手
と
な
ろ
う
！
」と
決
意
。

消
防
士
か
ら
米
農
家
に
転
身
す
る

　
今
年
、
耕
作
放
棄
地
を
農
地
と
し
て
復
活
さ
せ
る

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
っ
と
の

思
い
で
田
植
え
を
終
え
た
の
は
６
月
の
終
わ
り
の
頃
。

米
づ
く
り
を
実
際
に
経
験
し
て
み
る
と
、
人
や
天
気
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
田
の
状
況
な
ど
多
く
の
要
素
を
調

整
す
る
必
要
が
あ
り
、
一
人
で
は
到
底
成
し
得
な
い

仕
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
が
、
皆
と
汗
を
か
く
こ
と

は
と
て
も
楽
し
く
濃
い
時
間
で
、
今
ま
で
に
な
い
充

実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
い
わ
き
市
統
計
書
に
よ
り
ま
す
と
、
農
家
数
は
平

成
22
年
度
の
約
８
千
人
か
ら
令
和
２
年
度
に
は
約
５

千
人
へ
と
大
幅
に
減
少
し
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
で

す
。
が
、
そ
う
な
る
の
は
予
測
で
き
た
こ
と
。
こ
れ

ま
で
の
経
済
優
先
の
社
会
で
、
農
業
の
こ
と
が
後
回

し
に
さ
れ
て
き
た
結
果
が
こ
こ
最
近
の
米
騒
動
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
一
件
が
、
消
費
者
が
よ
り

深
く
農
業
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
、
若
者

が
農
業
に
関
わ
り
や
す
い
よ
う
な
政
策
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

Topics
好
間
地
区

　水
田
復
活
へ
の
挑
戦

一
大
決
心
を
し
た
。

　
四
家
さ
ん
は
、
現
在
、
退
職
し

て
５
年
目
に
な
る
が
、
耕
作
す
る

面
積
も
増
え
、
地
元
担
い
手
の

「
顔
」と
な
っ
て
き
た
。
今
年
５
月

か
ら
Ｊ
Ａ
の
理
事
と
し
て
活
躍
し

て
お
り
、「
Ｊ
Ａ
は
担
い
手
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
」

「
今
後
は
、
さ
ら
に
面
積
を
増
や

し
、
地
元
の
田
園
風
景
を
残
し
て

い
き
た
い
」と
熱
い
想
い
も
語
っ

て
く
れ
た
。

　
今
後
の
農
業
に
つ
い
て
聞
く

と
、
親
か
ら
言
わ
れ
続
け
た「
農

家
は
儲
か
ら
な
い
か
ら
や
め
て
お

け
！
」の
言
葉
か
ら
の
脱
却
が
カ

ギ
だ
と
言
う
。
若
手
農
業
者
に
伝

え
た
い
の
は
、「
や
り
方
次
第
、
売

り
方
次
第
で
稼
げ
る
農
業
は
実
現

す
る
。
魅
力
的
な
仕
事
に
な
る
」

と
話
す
。「
農
業
で
生
活
を
豊
か

に
す
る
こ
と
は
可
能
、
ぜ
ひ
参
入

し
て
き
て
欲
し
い
！
」と
熱
く
話

し
て
く
れ
た
。

（
撮
影
・
執
筆
　
鈴
木
忠
光
）

（
執
筆
　
菅
野
綾
）
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稲わらの野焼きに注意！
　いわき市では、循環型農業を推進し、資源を無駄にしない取り組みを進めています。稲わらの適切な
活用は、地域の農業を持続可能にし、環境に優しい未来を築くことができます。
　しかし、一部で行われている稲わらの「野焼き」は、地域住民への迷惑や火災等のリスクを引き起こす
可能性があります。稲わらの野焼きはなるべく控え、堆肥化や資源活用の方法を検討しましょう！
　また、やむを得ず野焼きを行う場合は、以下に注意してください。

農業振興課

①周辺住民への説明等、周囲の理解を得た上で、煙や異臭、燃えカ
　ス等で迷惑とならないようにしてください。

②乾燥した時期、風の強い日、夕方以降の遅い時間帯等、火災の危
　険性が高まる時期や周囲が不審に思うような時間帯を避けるよ
　うにしてください。

③防火用水等を準備し、火が消えるまでその場を離れないようにし
　ましょう。

④最寄りの消防署へ事前に「火災と紛らわしい煙又は火炎を発する
　おそれのある行為の届出書」を提出してください。

お申込み・お問い合わせ先　農政振興係　電話（22）7534

全 国 農 業 新 聞

農家の思いを伝え農業・農村の
「未来」をともに考えます。

農業者の視点でお届けします

●週刊月４回金曜日発行　月700円、年8,400円（消費税込み）
●発行所　全国農業会議所
　　　　　〒102-0084 東京都千代田区ニ番町9-8　中央労働基準協会ビル2F
web上で見本紙面を見ることができます。

１ 特徴のある週刊新聞 解説に力点をおいたニュース報道と企画編集

2 時代に鋭く斬り込む 農政・農業・農村の動き、問題をタイムリーに

3 経営に役立つ 知っておきたい経営・流通情報と経営マインド

4 喜びや悩みを共感できる 読者の心に訴え、ともに考える

5 読みやすく親しみやすい 老若男女が楽しく読める

詳しくは… 検索 https://www.nca.or.jp/shinbun全国農業新聞



農地流動化情報
貸したい

農地の所在地 地目 面積（a）No.

売りたい
農地の所在地 地目 面積（a）No.

農地調査係　　☎0246-22-7574お問い合わせ先

2 遠野町入遠野字官沢 外1筆 畑 29.71

計 2筆 29.71

1 四倉町狐塚字房田 外2筆 田 29.14

計 3筆 29.14
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Vol.65
　農業委員会では、耕作を目的とする農地情報の収集・提供を
行っています。売買・貸借等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

◎ご覧になって、手続き等の詳細を知りたいという方は、農業委員会事務局までお問い合わせください。7月1日（火）8時30分から受付開始します。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

メ
リ
ッ
ト
が
多
い
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◎
農
業
者
だ
け
が
加
入
で
き
る
国
民
年
金

　
の
上
乗
せ
の
公
的
年
金
で
す
。

◎
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
積
立
方
式
・
確

　
定
拠
出
型
で
す
。

◎
月
額
保
険
料
を
自
分
で
決
め
ら
れ
ま
す

　（
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
の
範
囲
内

　
の
千
円
単
位
）。

◎
終
身
年
金
で
す
。
80
歳
前
に
な
く
な
っ

　
た
場
合
に
は
死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

◎
任
意
脱
退
が
可
能
で
す
。
脱
退
一
時
金

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対

　
象
、年
金
資
産
の
運
用
益
も
非
課
税
で
す
。

◎
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
加
入
期
間
に
応

　
じ
、
任
意
脱
退
し
て
も
将
来
受
給
で
き

　
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

◎
加
入
後
は
、国
民
年
金
の
付
加
年
金（
月

　
額
４
０
０
円
）に
加
入
し
て
い
た
だ
く

　
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
農
業
者
年
金
の
特
徴
》

お
問
い
合
わ
せ
先

農
政
振
興
係

　☎（
２
２
）７
５
３
４

○農業者年金募金のホームページで、あなたの農業年金額のシミュレーション
　ができます。
○加入しているかどうかを問わず、制度や手続きについて、
　専門相談員に質問や相談ができます。
　専門相談員　03-5919-0371
　※平日午前9時から午後5時まで

農
業
者
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
！ 農業者年金に加入できません

あ
な
た
は
20
歳

以
上
で
60
歳
未

満
で
す
か
？

は
い

いいえ

は
い

いいえ

い
い
え

はい

は
い

いいえ

国
民
年
金
の
第

1
号
被
保
険
者

で
す
か
？

国
民
年
金
の
保

険
料
を
免
除
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
し

て
い
ま
す
か
？

https://www.nounen.go.jp検索詳しくは、農業者年金募金
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大野の郷にコウノトリが
飛来しました

　
旧
大
野
村
、
山
田
小
湊
地
区

に
、
６
月
中
旬
頃
か
ら
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
飛
来
し
て
い
る
こ
と

を
地
区
民
か
ら
情
報
を
得
ま
し

た
。
今
年
の
梅
雨
は
、
特
に
雨

が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
稲

の
成
長
具
合
を
、
毎
日
見
周
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
確
か
に
毎

年
見
か
け
る
サ
ギ
と
は
、
明
ら

か
に
違
い
、
ほ
場
の
中
央
に
凛

と
し
た
た
た
ず
ま
い
を
示
す
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
い
ま
し
た
。

　
６
月
初
旬
に
、
鳥
好
き
な
後

輩（
日
本
野
鳥
の
会
会
員
）が
、

双
葉
郡
富
岡
町
で
撮
影
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
早
速
情
報
を

入
れ
た
と
こ
ろ
、
同
一
個
体
で

は
無
い
こ
と
、
ま
た
、「
特
別
天

然
記
念
物
」に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
中
、
日
本
に
生
息
し
て
い

る
約
５
０
０
羽
の
う
ち
の
１
羽

で
、
足
環
よ
り
、
京
都
に
て
野
外

繁
殖（
令
和
６
年
４
月
25
日
に
孵

化
）さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り

ま
し
た
。
血
気
盛
ん
な
１
才
の

若
者
で
、
ア
オ
サ
ギ
に
け
ん
か
を

仕
掛
け
て
い
る
様
子
と
足
環
が
、

写
真
で
確
認
で
き
ま
す
。
１
カ

月
程
度
の
滞
在
で
し
た
が
、
は
る

ば
る
大
野
の
郷
ま
で
、
来
て
く
れ

た
こ
と
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
ひ

と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
前
号
の“Agri Interview”

で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
当
地
区

で
は
、
今
年
度
か
ら
ピ
ー
マ
ン
の

試
験
栽
培
が
、
６
月
初
旬
の
定
植

作
業
に
始
ま
り
、
７
月
初
旬
か
ら

は
、
そ
の
収
穫
作
業
に
追
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
傍
ら
に
た
た
ず

む
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
協
働
作
業
に

あ
た
る
地
区
民
を
癒
す
時
間
に

な
っ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

（
撮
影
・
執
筆
　
木
村
義
昭
）

今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

　
下
高
久
の
馬
場
鶴
ヶ
井
バ
ス
停
脇
に

円
筒
分
水
が
見
え
ま
す
。

　
い
わ
き
で
は
、
非
常
に
珍
し
い
農
業

用
水
の
分
配
施
設
だ
と
思
い
ま
す
。

　
円
筒
分
水
と
は
、
農
業
用
水
を
公
平

に
分
配
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
施
設

で
す
。
中
心
の
円
筒
か
ら
水
を
溢
れ
さ

せ
、
円
筒
の
周
囲
の
円
を
分
配
し
た
い

比
率
に
応
じ
て
仕
切
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

応
じ
て
、
分
水
を
水
路
に
接
続
す
る
こ

と
で
、
正
確
に
用
水
を
配
分
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
表
紙
で
は
、
穏
や
か
な
水
の
流
れ
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
筆
者
が
初
め
て

見
た
と
き
は
、
中
心
の
円
筒
よ
り
激
し

く
噴
き
出
す
水
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
に
は
、
数
多
く
の
円
筒

分
水
が
有
り
、
文
献
を
見
る
と
大
小

様
々
な
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
下
高
久
地
区
は
、
滑
津
川
、
愛
谷
江

筋
及
び
大
小
の
た
め
池
を
水
源
と
し

て
、米
の
作
付
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
以
前
の
農
地
は
、
用
水
路

や
農
道
の
不
備
と
小
さ
な
耕
地
等
で
作

業
能
率
は
極
め
て
悪
く
、
そ
の
上
、
地

区
の
中
央
の
滑
津
川
は
、
川
幅
が
狭
く

屈
曲
が
多
く
、
度
々
水
害
が
発
生
し
、

多
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
38

年
に
圃
場
整
備
と
滑
津
川
の
河
川
改
修

の
気
運
が
高
ま
り
、
昭
和
39
年
に
工
事

着
工
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
こ

の
円
筒
分
水
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で

す
。
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す

が
、
こ
の
施
設
は
、
末
永
く
残
し
て
欲

し
い
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
執
筆
　
四
家
誠
）

　今、毎日の様に「米」の問題がメディア等で話題
になっています。以前、米は、「政府買上げ価格」と
言って、国が米を買い上げていました。いわゆる「政
府米」です。
　そこで、農業団体は米価運動を行い、価格を上げ
てもらう運動をしていました。それは、農青連が、
先頭に立ち毎年価格が決定する6月に東京の日比谷
野外音楽堂に、全国の農青連が集結、米価を決定す
る霞が関の農林省分庁舎まで「むしろ旗」を掲げ、
デモ行進していました。その会場では、農林団体出
身の国会議員と政府が価格の交渉を行いました。
　今の米騒動の報道を受け、過去の農青連活動を顧
みて懐かしく思い出されました。
　その後、農産物輸入自由化になり、現在に至って
います。

（執筆　油座盛明）
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